
日
本
書
紀
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て

目
　
次

一
、
は
じ
め
に

二
、
原
文
に
お
け
る
助
数
詞

三
、
古
訓
に
お
け
る
助
数
詞

四
、
お
わ
れ
ソ
に

三
　
　
保
　
　
忠
　
　
夫

一
、
は
じ
め
に

助
数
詞
は
、
既
に
、
上
代
に
お
い
て
、
比
較
的
多
く
の
用
例
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
日
本
語
本
来
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
、

あ
る
い
は
、
そ
う
で
な
く
ば
、
い
つ
、
ど
こ
か
ら
、
ど
ん
な
経
路
で
、
日
本
に
入
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
同
時
に
、
そ
う
し
た
時
代
に

お
い
て
、
助
数
詞
（
相
当
の
文
字
）
は
、
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
摂
取
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
和
読
形
式
（
翻
訳
）
、
字
音
読

形
式
（
原
音
読
）
、
ま
た
、
不
読
形
式
と
い
っ
た
対
処
方
法
が
考
え
ら
れ
る
が
、
具
体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
情
況
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
究
明
す
べ
く
、
日
本
書
紀
、
お
よ
び
、
そ
の
古
訓
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

日
本
書
紀
三
十
巻
は
、
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
、
舎
人
親
王
に
よ
っ
て
奏
上
さ
れ
た
純
粋
漠
文
体
に
よ
る
国
史
で
あ
る
。
そ
の
編
纂
に
は
、

日
本
書
紀
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
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（1）

渡
唐
者
や
帰
化
人
系
の
史
官
も
加
わ
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
そ
の
原
文
に
お
け
る
助
数
詞
を
整
理
し
、
こ
れ
を
通
し
て

（2）

奈
良
時
代
初
期
の
助
数
詞
用
法
の
一
端
を
把
握
し
、
次
い
で
、
そ
の
古
訓
を
検
討
し
、
書
紀
古
訓
に
お
け
る
助
数
詞
の
受
容
、
摂
取
の
様
相

を
窺
い
た
い
。

依
拠
す
る
写
本
、
ま
た
、
古
訓
資
料
は
次
で
あ
る
。

H
　
岩
崎
本
　
東
洋
文
庫
蔵

巻
二
十
二
・
推
古
紀
と
巻
二
十
四
・
皇
極
紀
の
二
巻
で
、
本
文
は
、
寛
平
・
延
喜
の
頃
の
書
写
に
か
か
る
。
訓
点
（
朱
・
墨
）
　
に
は
左
記
が

あ
る
。＊

④
　
平
安
中
期
末
点
（
第
五
群
点
）

⑧
　
院
政
期
点
（
第
五
群
点
）

◎
　
室
町
時
代
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）
点
、
お
よ
び
、
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
点
、
と
も
に
一
条
兼
良
加
点

『
畑
舶
日
本
書
紀
』
（
大
正
十
五
年
五
月
印
行
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
）
、
ま
た
、
築
島
裕
・
石
塚
晴
通
著
『
東
洋
文
庫
蔵
岩
崎
本
日
本
書
紀
　
本

文
と
索
引
』
　
（
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
、
日
本
古
典
文
学
会
内
、
貴
重
本
刊
行
会
）
　
に
よ
る
　
（
㊤
⑧
の
符
号
の
用
い
方
は
後
者
に
な
ら
う
）
。

出
　
前
田
本
　
尊
経
閣
文
庫
蔵

巻
十
一
・
仁
徳
紀
、
巻
十
四
・
雄
略
紀
、
巻
十
七
・
継
体
紀
、
巻
二
十
・
敏
達
紀
の
四
巻
で
、
本
文
は
、
平
安
後
期
（
十
一
世
紀
中
期
）
　
の

書
写
に
か
か
る
（
道
長
の
子
、
能
信
・
頼
宗
・
教
通
の
筆
と
伝
え
る
）
。
訓
点
は
院
政
期
の
加
点
に
な
る
（
古
紀
伝
点
）
。

＊
右
『
謡
日
本
書
紀
』
、
ま
た
、
石
塚
晴
通
「
前
田
本
日
本
書
紀
院
政
期
点
」
（
本
文
篇
、
研
究
篇
）
（
『
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』
、
二
五
－

二
　
（
一
九
七
七
年
三
月
）
、
二
六
－
一
（
一
九
七
七
年
十
二
月
）
、
二
六
－
二
　
（
一
九
七
八
年
三
月
）
）
　
に
よ
る
。

日
　
図
書
寮
本
　
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

次
の
よ
う
な
三
種
、
十
二
巻
を
有
す
る
。



㈹
　
巻
十
二
・
履
中
絶
反
正
紀
、
巻
十
三
・
允
恭
紀
安
康
紀
、
巻
十
四
・
雄
略
紀
、
巻
十
五
・
清
寧
紀
顕
宗
紀
仁
賢
紀
、
巻
十
六
・
武
烈

紀
、
巻
十
七
・
継
体
紀
、
巻
二
十
一
・
用
明
紀
崇
峻
紀
、
巻
二
十
二
・
推
古
紀
、
巻
二
十
三
・
静
明
紀
、
巻
二
十
四
・
皇
極
紀
、
以
上

の
十
巻
は
、
院
政
期
永
治
二
年
（
二
四
二
）
頃
の
書
写
・
加
点
（
古
紀
伝
点
）
に
な
る
。

回
　
巻
十
・
応
神
紀
は
、
院
政
期
写
、
無
点
。

困
　
巻
二
・
神
代
紀
下
は
、
南
北
朝
時
代
興
国
七
年
（
一
三
四
六
）
写
・
加
点
。
但
し
、
巻
頭
八
十
四
行
は
江
戸
時
代
補
写
。

＊
『
畑
晋
本
書
紀
』
（
昭
和
二
年
七
月
印
行
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
）
、
ま
た
、
石
塚
暗
通
著
『
図
書
寮
本
日
本
書
紀
本
文
篇
』
（
昭
和
五
十
年

三
月
、
美
季
出
版
社
）
　
に
よ
る
。

個
　
鴨
脚
本
　
鴨
脚
光
朝
氏
蔵

巻
二
・
神
代
紀
下
の
一
巻
で
、
嘉
禎
二
年
（
二
二
二
六
）
十
二
月
書
写
・
移
点
。

＊
古
典
保
存
会
の
複
製
本
（
昭
和
十
六
年
七
月
）
に
よ
る
。

㈲
　
北
野
本
　
北
野
神
社
蔵

日
本
書
紀
三
十
巻
の
内
、
巻
二
と
巻
十
四
と
の
二
巻
を
欠
く
二
十
八
巻
を
有
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
書
写
年
代
か
ら
、
次
の
よ
う
に
分
類
さ

れ
る
。第
一
種
　
巻
二
十
二
、
二
十
三
、
二
十
四
、
二
十
五
、
二
十
六
、
二
十
七
、
の
六
巻
は
、
院
政
初
期
頃
写
、
延
文
元
年
（
一
一
五
六
）
神
祇

伯
資
継
王
の
加
点
。
後
に
、
ト
部
兼
永
（
天
文
五
年
八
二
五
三
六
）
七
月
横
死
）
所
持
（
資
継
の
奥
書
を
抹
消
す
る
）
。

第
二
種
　
巻
二
十
八
、
二
十
九
、
三
十
の
三
巻
は
、
源
平
時
代
、
あ
る
い
は
、
鎌
倉
時
代
の
書
写
。

第
三
種
巻
二
四
、
五
、
七
、
八
、
九
、
十
、
十
二
、
十
三
、
十
五
、
十
七
、
十
八
、
十
九
、
二
十
、
二
十
一
、
の
十
五
巻
は
、
吉
野

時
代
写
。

○
右
、
第
二
種
、
第
三
種
、
と
も
に
資
継
加
点
、
兼
永
伝
得
本
で
あ
る
。

日
本
書
紀
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
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第
四
種
　
巻
三
、
六
、
十
一
、
の
三
巻
で
、
兼
永
補
写
、
加
点
。

第
五
種
　
巻
十
六
の
一
巻
、
江
戸
時
代
補
写
。

＊
貴
重
図
書
複
製
会
の
複
製
本
（
昭
和
十
六
年
）
に
よ
る
。
但
し
、
本
稿
で
は
、
右
の
第
一
種
（
巻
二
十
二
～
巻
二
十
七
の
六
巻
）
を
用
い
、

他
は
、
後
日
に
委
ね
る
。

な
お
、
北
野
神
社
に
は
、
こ
の
他
、
「
一
峯
本
」
と
称
さ
れ
る
三
巻
（
神
代
紀
上
・
下
、
神
武
紀
）
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。

右
に
、
古
訓
資
料
を
掲
げ
た
。
用
例
を
引
く
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
は
、
「
岩
」
「
前
」
「
図
」
「
北
」
の
よ
う
に
略
称
し
、
そ
の
巻
次
、
行
数
、

ぁ
る
い
は
、
丁
数
を
添
え
る
こ
と
と
す
る
。
傍
訓
に
は
、
声
点
の
付
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
こ
の
た
め
の
注
記
は
省
く
。

二
、
原
文
に
お
け
る
助
数
詞

助
数
詞
と
は
、
数
を
表
わ
す
語
（
基
数
詞
）
に
添
え
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
事
物
（
対
象
語
）
の
数
量
で
あ
る
か
を
示
す
接
尾
語
の
二
種
で

あ
る
。外

見
上
、
㈲
「
基
数
詞
＋
助
数
詞
」
と
、
㈲
「
基
数
詞
＋
名
詞
」
と
は
よ
く
似
て
お
り
、
紛
わ
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
前
後
に
、
そ
の
対

（3）

象
語
（
名
詞
、
お
よ
び
、
動
詞
）
が
位
置
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、
前
者
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
後
者
で
あ
る
と
判
別
さ
れ
よ
う
。

（4）

日
本
書
紀
の
原
文
（
歌
謡
を
除
い
て
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
助
数
詞
が
み
え
る
。
そ
の
表
記
さ
れ
た
文
字
を
配
列
し
（
漢
字
の
部
首
順
）
、
通

し
番
号
を
付
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
（
対
象
語
）
、
お
よ
び
、
そ
の
古
訓
（
後
述
）
等
を
、
一
覧
表
に
し
て
み
よ
う
。

こ
こ
で
は
、
「
単
位
」
と
深
く
関
わ
る
「
園
」
「
掬
」
「
握
」
「
束
」
「
段
」
「
隊
」
な
ど
も
参
考
と
し
た
い
。
参
照
項
目
は
、
⑪
印
で
示
す
こ

と
と
す
る
。

「
古
訓
」
の
欄
に
、
［
ヒ
ト
ツ
］
と
記
入
し
た
も
の
は
、
右
の
㈲
「
基
数
詞
＋
助
数
詞
」
の
部
分
に
、
ヒ
ト
ツ
、
フ
ク
ツ
…
…
、
と
の
付
訓

（5）

の
み
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
T
」
印
は
、
先
の
古
訓
資
料
に
付
訓
例
の
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
示
す
。
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座 度 年皿
〉
夜 園 口 巻 直 匹 異 倍

⑪
重

介 人 助
数
詞

⑪
廻
遍

’
季
載
歳
稔

⑪
人
躯

疋
⑪
頭

⑪
口
躯

祓 （ （ （一 大 ｛ 経 けKHur
氏 馬
、
櫨
、
騒
蛇
、
駄
、
飾
騎

｛ （ 使 ｛

対

象

物
を
置
く
台
、
一

度
数
）

年
数
）

枚
数
）

樹
、
蝿
群
な
ど

奴
、
唐
仔
、
韓

大
刀
、
小
刀
、

川論
、
令
、
新
字

宅
の
敷
地

仏
像
、
幡
、
（朝

弓
矢

重
複
の
回
数
）

者 臣
、
民
、
工
人

僧
尼
、
火
蘭
降

尚
皇
産
霊
尊

の
大
き
さ
を

奴
、
狛
虜
、

勉
、
鍬
、
斧

（な
ど
の
典

服
、
御
衣
、

’
ま
た
、
僧

命
、
彦
火
火

の
産
児
、
な
ど

い
ぅ

液
玖
人
、
新
羅
人

、
鐘
、
鉢
、
槽

籍
） 袴

、
祖
袴
等
）

尼
、
虜
、
な
ど

出
見
尊

ヨ ト ｛ ｛
…
誉

リ

［ヒ
ト
ッ
］

ト ［ヒ
ソヨ へ ［ 夕

′
＼ノ

古

訓

‖
ノ セ

イ
ダ
キ

・
ゥ
ダ
キ

ダ
キ

コ
ロ
ト
ッ
］

ナ
ヘ
（？
）
ロ

モ

ヒ
ト
ッ
］

‖ノシ
ラ

日
本
書
紀
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て

八
三
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13 03 92 82 72 62 52 42 32 22 12 02 91 81 71 61 51 41

狗

⑪

片 段 歳各
載
年

條 根
⑪
本

枝 枚

⑪

束 本
⑪
根

日 握

⑪

掬

⑪

所

⑪

戸 張

⑪

廻
⑪
度

延
鍵
⑪

頭 稔 斐 張 董 掬 握 虞 枚 遍 枚

犬 火 切 （経 憲
、
蘭 出 蜜 稲

、
嘉 （日

鋭
、
索
、
寺
、
封
＿
弓
、
（回
銭

れ
目 過
し
た
年
数
な
ど
）

法
の
条
数
、
小
幡
、
（禁
式
、
麻
な
ど
）

石
梓
蜂
房
、
照
度
、
鷺
、
（盾
、
衝
、
皮
、
鍬
）

麻
禾 数
）
稲

（な
ど
の
長
さ
）

脛

〈な
ど
の
長
さ
）

村
、
原
、
屯
倉

（な
ど
の
所
在
）

戸
葦
、
鹿
皮

数
）

ト
セ

．

ヲ
チ
、
ス
ヂ

モ
ト

［ヒ
ト
ッ
］、
ヒ
ラ

ツ
ヵ

ヒ
、
ヵ

ツ
ヵ

ト
、
ト
コ
ロ

タ
ビ
［ヒ
ト
ッ
］
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躯
⑪
人

蓑 虞

⑪

董
也
本

色
・
⑪

般

⑪

群 綬

⑪

縫 紐 寵 箱 箇

⑪

竿

⑪

種

⑪

稔⑪
年
載

聾

＝ 所 根 種 隻 竿 匹 繰 色歳

仏 綿 身 蘭
、
瑞
稲

雷 船 悪 香 自 梓 堕
、
釧

白 鞄
、
天
日
、
蛙
、
（盤
石
、
御
銃
、
男
、
玉
）

矛
、
播
、
香
菓

明 （年
数
）

酒
像 体

の
部
所
、
田

・
屯
倉

（な
ど
の
所
在
）

公
、
綜

・
窮
や
綾
羅
、
姓
な
ど
の
種
類

者 菓 楯 縄
の
結
び

玉 器
、
明
衣
、
宝
物
、
調
物
、
種
族
等
の
種
類

ハ
シ
ラ

カ
マ
ス

モ
ト
ク
サ
［ヒ
ト
ッ
］、
フ
ナ

［ヒ
ト
ッ
］

ク
サ
、
ヤ
ヵ
ラ

ト
セ

日
本
書
紀
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て

八
五
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16 06 95 85 75 65 55 45 35 25 15 05 94

蹄 首 頭
⑪
匹
箇

領 面 隻

⑪
膿

隊 間 重

⑪
倍

郡 遍

各
席
廻

連 載⑪
年
歳
稔

騎 挙 鹿
、
羊
、
願
、
鮨
旗
な
ど

綿 鏡
、
哉

矢
、
白
鳥
、
鶏
、
鶴
鵡
、
赤
鳥
鶴
、
船
、
舶

品田ロmr
仮 ｛ 新 （席

数
）

箭 （経
過

馬
兵
歌
、

袖
、

伏
者
顧 甲

、
塔 字

、
竹

謡
歌

鎧
、
甲
、
鼓
鈍
な
ど

（柱
間
）、
屋

（屋

一
軒
）

蒼

柴
、
雲
、
席
、
皮

（な
ど
の
重
な
り
）

（の
階
の
重
な
り
）

令
、
経

（な
ど
の
典
籍
）、
（綾
羅
）

し
た
年
数
）

［ヒ
ウ
，
［ヒ ［ヒ ［ヒ ［ヒ タ へコ ト

ト
ッ
］
？

タ ト
ッ
］

ト
ッ
］

ト
ッ
］

ト
ッ
］

ム
ラ
、
タ
ム
ル

シ セ

右
の
内
、
古
訓
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
後
に
言
及
す
る
。

こ
う
し
た
日
本
書
紀
の
助
数
詞
が
、
ど
の
よ
う
な
体
系
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
未
だ
検
討
で
き
な
い
。

日
本
古
代
の
、
ま
た
、
中
国
古
代
、
あ
る
い
は
、
百
済
、
そ
の
他
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て
の
調
査
が
十
分
に
で
き
て
い
な
い
か
ら
で
あ



る
。
一
見
す
る
と
こ
ろ
、
正
倉
院
文
書
、
そ
の
他
と
大
き
く
異
な
る
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
延
喜
式
な
ど
、
平
安
時
代
の
用
法
と

比
べ
る
と
、
多
少
、
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、
日
本
書
紀
で
は
、
「
人
」
は
、
一
般
の
臣
、
民
、
工
人
、
ま
た
、
僧
尼
、
お
よ
び
、
虜
、
停
虜
な
ど
を
数
え
る
。
一
方
、
川
韓

奴
、
奴
、
高
麗
奴
、
王
人
奴
、
狛
虜
、
奴
脾
、
唐
人
、
唐
仔
、
回
液
玖
人
、
困
新
羅
人
な
ど
、
を
数
え
る
に
は
「
口
」
が
用
い
ら
れ
る
。
用

は
、
「
献
」
「
貢
」
　
の
対
象
と
し
て
、
ま
た
、
回
は
帰
化
し
た
人
々
、
再
は
漂
着
、
流
着
し
た
人
々
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
み
え
て
い
る
も
の

で
あ
る
。
「
口
」
は
、
「
人
」
と
異
な
り
、
そ
の
人
格
を
顧
慮
し
な
い
よ
う
な
場
合
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

延
喜
式
で
は
、
「
人
」
　
は
、
一
般
の
人
物
、
ま
れ
に
、
僧
侶
、
「
口
」
　
は
、
僧
侶
を
数
え
る
と
い
う
明
確
な
用
法
差
が
あ
る
。

ま
た
、
日
本
書
紀
の
助
数
詞
を
中
国
古
代
の
用
法
と
比
べ
る
と
、
漠
代
の
そ
れ
と
通
じ
、
そ
の
後
と
は
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

う
さ
ぎ
む
ま

（6）

た
と
え
ば
、
日
本
書
紀
で
は
、
馬
、
餅
騎
、
櫨
、
騎
虎
、
駄
を
「
匹
・
疋
」
で
数
え
、
白
虎
、
羊
、
水
牛
、
犬
、
塀
を
「
頭
」
で
数
え
る
。

ら

く

だ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

7

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ら

く

だ

漠
代
の
敦
燈
漠
簡
で
は
、
馬
、
塩
、
彙
佗
、
舵
を
「
匹
」
で
数
え
る
。
居
延
新
簡
で
は
、
馬
と
秦
他
を
「
匹
」
　
で
、
牛
や
魚
を
「
頭
」
で

数
え
、
馬
圏
湾
出
土
漢
簡
で
は
、
馬
、

（

ら

く

だ

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ら

く

　

だ

櫨
、
□
舵
を
「
匹
」
で
、
牛
、
羊
、
鷹
を
「
頭
」
で
数
え
る
（
後
者
に
は
、
ま
た
、
（
秦
）
佗
を
「
頭
」

で
数
え
た
例
も
あ
る
）
。

（8）

し
か
し
、
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
（
東
晋
高
昌
郡
時
代
～
唐
代
西
州
時
代
）
　
で
は
、

（

9

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う

さ

ぎ

う

ま

で
数
え
る
。
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
で
も
、
馬
を
「
疋
」
、
牛
、
象
、
環
を

ら
く
だ

馬
を
「
匹
・
疋
」
、
櫨
、
施
　
（
蛇
）
、
牛
を
「
頭
」
、
羊
を
「
口
」

「
頭
」
　
で
数
え
る
。
馬
の
「
匹
・
疋
」
　
に
対
し
、
艦
、
施
・
絡

（10）

舵
、
牛
に
　
「
頭
」
、
羊
に
　
「
口
」
を
用
い
る
の
は
、
他
の
唐
代
文
書
で
も
同
様
で
あ
る
。

（11）

な
お
、
日
本
書
紀
の
原
文
に
は
、
ま
た
、
仮
名
書
き
の
歌
謡
の
中
に
、
次
の
類
が
み
え
て
い
る
。

［
き
］

○
　
…
…
宇
麿
能
珊
瑚
圃
播
　
鳴
思
稽
矩
謀
那
斯
…
：
（
十
四
、
雄
略
十
三
年
三
月
、
歌
謡
7
9
）

や

つ

ぎ

万
葉
仮
名
で
「
耶
都
擬
」
と
あ
り
、
「
八
匹
」
の
意
で
、
馬
を
数
え
る
と
さ
れ
る
。
「
ひ
き
（
匹
）
」
の
転
か
と
い
う
が
、
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

日
本
書
紀
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

マ

　

　

　

　

　

ケ

ハ

古
い
語
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
条
、
前
田
本
に
は
、
「
宇
麿
能
。
耶
都
擬
播
。
」
（
1
4
、
型
と
の
付
訓
が
あ
る
。

T
＼
1
＼

ノ
ノ

［
た
り
・
り
］

○
　
又
歌
之
日
、
愛
滞
詩
烏
　
咄
倒
瑚
…
…
（
三
、
神
武
紀
、
歌
謡
1
1
）

○
　
…
…
和
芸
毛
古
等
　
咄
瑚
瑚
古
喩
例
麿
…
…
（
十
一
、
仁
徳
四
十
年
二
月
、
歌
謡
6
1
）

［
つ
］

○
　
地
悪
l
ロ
l
魂
麻
菟
阿
波
例
　
地
割
矧
麻
菟
　
比
苔
珂
阿
利
勢
麿
…
…
（
七
、
景
行
四
十
年
十
月
、
歌
謡
2
7
）

○
　
耶
麻
鶴
播
爾
　
烏
志
賦
昭
利
威
底
…
…
（
二
十
五
、
孝
徳
、
大
化
五
年
三
月
、
歌
謡
1
1
3
）

［
ふ
］

○
　
於
禰
能
姑
能
　
珊
賦
能
之
魔
阿
畢
…
：
（
十
六
、
武
烈
、
即
位
前
紀
、
歌
謡
9
1
）

∴
」

○
　
虚
呂
望
虚
曽
　
赴
地
利
矧
茂
務
膏
…
…
（
十
一
、
仁
徳
二
十
二
年
正
月
、
歌
謡
竺

○
　
那
菟
務
始
能
　
警
務
始
能
虚
呂
望
　
剋
動
矧
膏
氏
…
…
（
同
右
、
歌
謡
竺

○
　
妖
滞
能
古
簸
　
多
倍
能
波
伽
摩
鴨
　
鍋
刺
幽
鳴
絶
…
…
（
十
四
、
雄
略
、
即
位
前
紀
、
歌
謡
望

こ
の
他
、
「
珊
咄
耶
寄
羅
智
頂
」
（
歌
謡
型
、
「
耶
l
陛
l
能
矩
滴
等
棋
」
（
同
9
0
）
、
「
矧
酎
能
比
母
騰
倶
　
娼
矧
噛
多
爾
」
（
同
1
2
7
）
な
ど
の
例
が

あ
る
。

［
も
と
］

○
　
介
滞
羅
枇
苔
茂
苔
…
…
（
三
、
神
武
紀
、
歌
謡
1
3
）



三
、
古
訓
に
お
け
る
助
数
詞

日
本
書
紀
の
助
数
詞
に
関
す
る
古
訓
に
は
、
大
別
し
て
二
様
が
あ
ろ
う
。
一
は
、
原
文
の
「
基
数
詞
＋
助
数
詞
」
の
二
字
を
ヒ
ト
ツ
、
フ

タ
ツ
…
…
と
の
和
語
一
訓
で
読
む
も
の
で
あ
る
（
二
字
一
訓
）
。
他
の
一
は
、
そ
の
下
字
（
助
数
詞
）
の
字
義
を
汲
ん
で
、
具
体
的
な
和
語
（
助

数
詞
）
を
添
え
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
和
読
で
あ
る
。
便
宜
上
、
前
者
を
A
方
式
、
後
者
を
B
方
式
と
称
し
、
以
下
に
用
例
を
示
そ
う
。

〓
］
　
A
方
式

先
の
表
に
、
［
ヒ
ト
ツ
］
と
記
入
し
た
助
数
詞
に
、
こ
の
方
式
が
み
ら
れ
る
。
以
下
に
用
例
を
示
そ
う
。

2
［
介
］

ヒ

ト

ツ

、

カ

ヒ

ノ

キ

ミ

ノ

ミ

に

　

ホ

○
　
非
ニ
「
介
／
ホ
イ
之
使
・
（
遣
二
重
臣
等
高
教
覚
）
　
（
鮮
明
、
即
位
前
紀
、
北
軍
4
ウ
）

「
一
介
」
を
「
ヒ
ト
ツ
」
、
「
使
」
を
「
ツ
カ
ヒ
ノ
キ
ミ
」
と
読
む
。
二
漢
字
を
一
訓
で
読
ん
だ
り
、
一
漢
字
を
和
語
二
訓
で
読
ん
だ
り
す
る

（12）

こ
と
は
、
漢
文
の
意
訳
的
訓
法
の
一
つ
で
あ
り
、
平
安
初
期
の
漢
籍
、
お
よ
び
、
仏
書
の
訓
読
語
に
も
み
え
て
い
る
。

5
［
匹
・
疋
］

◎

ラ

ク

タ

　

◎

ヒ

ト

ツ

○
　
絡
。
－
0
施
一
匹
　
（
岩
2
2
、
一
望

㊥
（
入
）
　
　
㊥
（
上
）

◎
カ
サ
リ
　
㊥
ム
マ
の
ナ
、
ソ
チ
ア
マ
リ
イ
ツ
、

○
　
筋
－
騎
七
十
五
疋
預
　
而
　
（
岩
㌶
、
m
望

◎
◎
ヒ
ト
ツ

○
　
良
－
馬
一
▲
匹
　
（
岩
…
誓
　
4
3
）

し

前
田
本
に
も
、
「
馬
八
l
疋
」
（
巧
響
図
書
寮
本
に
も
、
「
以
馬
這
一
て
」
（
翼
讐
「
馬
八
重
（
輿
望
「
賜
監
ぎ
（
輿

ヤ

　

ソ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

ト

ツ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヤ

ツ

カ

サ

リ

ウ

マ

ナ

、

ソ

チ

ア

マ

リ

イ

ツ

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヨ

キ

　

ヒ

ト

ツ

望
、
北
野
本
に
も
、
「
餅
騎
七
十
五
匹
璃
而
」
（
輿
1
7
オ
）
、
「
賜
良
馬
一
疋
」
（
輿
4
オ
）
と
み
え
る
。
訓
合
符
を
付
し
た
例
も
あ
り
、

日
本
書
紀
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

ヒ
ト
ツ

や
は
り
、
二
字
一
訓
で
「
一
－
匹
」
　
の
よ
う
に
読
ん
だ
も
の
ら
し
い
。
こ
の
場
合
、
他
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
付
訓
は
、
下
字
よ
り

も
上
字
（
数
字
）
　
の
傍
に
、
偏
っ
て
位
置
し
が
ち
で
あ
る
。

8
［
口
］
二
用
法
の
内
、
人
物
を
数
え
る
場
合
に
は
、
夕
べ
タ
リ
・
リ
の
付
訓
が
あ
る
が
、
器
物
（
効
、
大
刀
、
七
校
刀
、
金
飾
刀
、
神
刀
、
刀
、
出
石

小
刀
、
小
刀
、
刀
子
、
斧
、
鍬
、
鍵
、
鎌
、
鋼
鎮
鐘
、
鐘
、
鉢
、
槽
な
ど
）
を
数
え
る
場
合
に
、
こ
の
A
方
式
が
み
え
て
い
る
。

○
　
大
【
刀
〃
口
㌔
　
（
前
1
4
、
3
2
0
）

ヤ
ツ

○
　
大
刀
八
⊥
∪
㌢
　
（
図
1
4
、
氾
）

。
⑧
輝
カ
ネ
㊥
錘
延
㌦
　
（
岩
銅
、
用
3

ス
キ

○
　
送
鍬
一

1
4
［
廷
・
鍵
］

㊥
ネ
リ
カ
ネ
㊥

ツロ
を
．
而
を
　
（
北
軍
2
6
オ
）

○
　
銭
（
餓
）
桝
田
斑
（
マ
マ
）

徐
。
　
　
（
図
銅
、
明
望

（
ミ
セ
ケ
チ
）

セ
ル
小
ハ
タ
チ

○
　
銭
廿
－
鮭
　
（
北
“
誓
　
4
オ
）

原
文
は
、
「
仇
賜
こ
　
良
馬
一
匹
・
餓
廿
挺
ご
（
二
十
四
、
皇
極
元
年
四
月
）
と
あ
り
た
い
。
餓
一
艇
は
、
三
斤
五
両
。
別
に
、
「
井
銭
鍵
肛
樹
」

（
九
、
神
功
、
摂
政
四
十
六
年
三
月
）
　
と
も
み
え
る
。

盈
枚
］「
枚
」
は
、
天
平
鷺
、
八
十
平
黛
、
天
手
挟
、
葉
盤
、
赤
盾
、
黒
盾
、
杖
、
柄
、
角
弓
箭
、
銭
鍵
、
刀
子
、
鍬
、
熊
皮
、
葦
、
牛
皮
、
鹿
皮
、

蜜
蜂
房
な
ど
を
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ
る
助
数
詞
で
あ
る
。



◎
ヒ
ラ

◎

ミ

カ

ハ

チ

④

　

㊥

ス

　

㊨

ツ

○
　
以
二
蜜
＝
蜂
の
房
四
枚
当
て
　
（
岩
2
4
、
2
0
2
）

◎
◎
普
　
　
　
㊥
　
　
　
㊥
ス
　
　
㊥
ツ
◎

◎
ミ
チ
ノ
ハ
チ

④
訓
、
⑧
訓
に
A
方
式
が
、
◎
訓
に
B
方
式
「
枚
」
訓
が
み
ら
れ
る
。
北
野
本
に
は
、
「
以
二
髭
監
磐
」
（
別
、
B
ウ
）
と
あ
る
。
時

ヒ
ラ

間
の
経
過
か
ら
す
れ
ば
、
A
方
式
は
B
方
式
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

3
6
　
［
箇
］

オ

フ

シ

ヒ

サ

コ

フ

タ

ツ

ラ

　

を

○
　
全
－
鞄
両
－
箇
「
て
　
（
前
1
1
、
1
3
1
）

フ

タ

ツ

　

の

　

を

○
　
取
両
l
箇
鞄
二
て
　
（
前
1
1
、
1
3
1
）

ウ

サ

キ

　

　

ッ

〇
　
日
二
百
済
l
・
還
て
献
絡
．
（
入
）
－
，
駐
（
上
）
「
箇
・
艦
　
「
丁
箇
・
　
（
北
壁
5
オ
）

メ

シ

　

フ

タ

ツ

ノ

○
　
喚
至
両
箇
蝦
夷
を
　
（
北
2
6
、
1
4
オ
）

鞄
、
放
、
蝦
夷
な
ど
を
対
象
と
し
て
「
箇
」
が
用
い
ら
れ
、
こ
れ
に
A
方
式
の
付
訓
が
み
ら
れ
る
。

書
腔
］

ふ

ね

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ふ

な

日
本
書
紀
で
は
、
「
船
」
　
（
お
よ
び
、
「
艇
」
「
舟
」
「
舶
」
な
ど
）
は
名
詞
、
「
般
」
は
、
そ
れ
を
数
え
る
助
数
詞
と
し
て
み
え
て
い
る
。
こ
の
助

数
詞
に
も
、
A
方
式
、
B
方
式
の
両
様
が
み
え
る
。

④

④

ツ

ム

　

㈲

ハ

シ

フ

ネ

　

　

　

㊥

ツ

○
　
大
＝
0
舶
　
輿
二
同
－
船
」
　
三
腰
上
◎
（
岩
輿
　
7
1
）

㊥
　
㊥
（
上
）
　
　
◎
肺
ハ
シ
フ
ネ
　
　
◎
　
◎
ミ
フ
ナ
㊥
ツ

㊥
ツ
ム

④
訓
、
⑧
訓
の
A
方
式
「
（
ミ
）
ツ
」
は
、
◎
訓
の
B
方
式
「
ミ
フ
ナ
」
に
先
行
す
る
。
こ
の
条
、
図
書
寮
本
、
北
野
本
に
も
、
同
じ
く
「
三

ミ
ツ
，
捜
」
と
あ
る
。フナ

な
お
、
「
般
」
訓
は
、
岩
崎
本
の
⑥
訓
、
ま
た
、
前
田
本
、
図
書
寮
本
、
北
野
本
に
も
よ
く
み
え
る
。

書
隻
］

日
本
書
紀
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

矢
、
鳥
、
船
な
ど
を
数
え
る
助
数
詞
で
あ
る
。

○
㊥
墾
キ
◎
墾
㌔
。
（
岩
輿
4
0
）

九
二

◎

○
　
孔
0
－
雀
。

㊥
（
平
）
　
㊥
（
入
）

◎
キ
、
ス

白

雉

一

似
ヒ
ト
ツ

一
隻
詔
。
　
（
岩
墾
∵
型

£
∩
ツ

l
隻
↓
針
　
（
岩
㌶
、
接
巴

◎

カ
リ
ロ
ヲ
ト

鴻
十
隻
輿
を
　
（
前
1
4
、
2
9
3
）

カ
い
リ
ト
ウ
ト

図
書
寮
本
に
は
、
「
鴻
十
隻
。
輿
（
去
）
」
と
あ
る
。

タ
　
　
　
　
　
シ
ヤ
ク
　
　
　
　
　
ヒ
ト
ツ
　
　
　
　
　
　
ア
ウ
ム

〇〇〇〇

来
献
孔
0
（
平
）
雀
。
（
入
）
一
隻
．

の
ツ
ミ
フ
タ
ツ

百
済
舶
二
⊥
蔓
を
　
（
北
2
5
、

ツ

献
二
。
鶴
（
去
「
鵡
0
（
平
）
「
隻
璃

り
鵬
（
去
）
鵡
0
（
平
）
一
隻
　
（
北
輿
3
2
ウ
）

4
2
オ
）

（
北
2
6
、
4
オ
）

ト

ヨ

ロ

ッ

賜
百
済
の
佐
平
鬼
室
福
信
に
矢
十
－
万
－
隻
（
北
2
7
、
3
オ
）

書
面
］

ツ

ヽ

ミ

フ

タ

ツ

○
　
賜
沙
尼
，
具
（
上
）
，
那
（
上
）
等
に
…
…
鼓
二
面
（
北
壁
7
オ
）

書
領
］就
鼓
、
入
会
、
綿
拘
、
施
袈
裟
、
甲
、
人
甲
、
鎧
を
数
え
る
助
数
詞
で
あ
り
、
A
方
式
の
付
訓
が
あ
る
。

。
着
諾
綿
転
戸
響
　
（
岩
輿
1
2
3
）

㊥
キ
①
ワ
タ
キ
ヌ

㊥
キ

ミ
ツ

図
書
寮
本
に
も
北
野
本
に
も
「
三
領
を
」
　
と
あ
る
。



カ
フ
ト
　
ブ
タ
（
ツ
）

○
　
賜
沙
尼
．
具
（
上
）
，
那
（
上
）
等
に
…
…
鎧
二
軍

（
北
2
6
、
7
オ
）

書
頭
］白
虎
、
羊
、
水
牛
、
犬
、
贋
、
鯖
旗
な
ど
を
数
え
る
助
数
詞
で
あ
る
。
同
じ
く
動
物
を
対
象
と
す
る
「
匹
、
疋
」
「
箇
」
「
隻
」
等
に
同
様
、

A
方
式
と
な
っ
て
い
る
点
に
注
意
さ
れ
る
。

◎
シ
ロ
キ
◎
カ
セ
キ
　
◎
ヒ
ト
ツ

○
　
白
　
虎
一
頭
塞
　
（
岩
㍑
、
川
警

◎

タ
コ
ハ
タ
ハ
タ
ロ
チ

○
　
賜
沙
尼
，
具
（
上
）
，
那
（
上
）
等
に
鯖
旗
廿
頭
　
（
北
輿
7
オ
）

右
の
「
口
」
部
は
、
文
字
を
消
し
た
も
の
ら
し
い
。

6
1
［
騎
］
モ

、

ア

マ

リ

　

　

ノ

イ

ク

サ

ト

○
　
輿
数
l
百
－
騎
馬
軍
　
　
（
図
1
4
、
2
9
3
）

モ

ア

マ

リ

ノ

　

馬

イ

ク

サ

ト

右
も
A
方
式
と
み
ら
れ
る
が
、
前
田
本
に
は
、
「
輿
数
l
百
－
騎
　
」
（
H
、
用
空
と
あ
り
、
「
騎
」
は
名
詞
と
し
て
訓
読
さ
れ
て
い
る
。

［
二
］
　
B
方
式

こ
の
方
式
の
古
訓
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
以
下
に
用
例
を
示
そ
う
。

1
［
人
］

ほ

の

す

そ

り

の

み

こ

と

ひ

こ

ほ

は

で

み

の

み

こ

と

僧
尼
、
ま
た
、
火
蘭
降
命
・
彦
火
火
出
見
尊
の
兄
弟
を
対
象
と
し
て
、
ハ
シ
ラ
と
い
う
付
訓
が
み
え
る
。

◎
ヤ
ホ
ア
マ
リ
　
　
◎
ア
マ
リ
◎
ム
タ
リ

〇
　
個
　
八
－
百
十
　
六
】
人
、
　
（
岩
輿
　
4
5
9
）

◎

ム

ハ

シ

ラ

ホ
ウ
シ
ヤ
ホ
ア
マ
リ
　
　
ト
ヲ
ア
マ
リ
　
ム
ハ
シ
ラ
　
　
ア
マ
イ
ツ
ア
マ
リ
ム
ソ
ア
マ
リ
コ
、
ノ
タ
リ
ア
ハ
セ
テ
　
ヒ
ア
マ
リ
　
ミ
ホ
ア
マ
リ
　
　
ヤ
ソ
ア
マ
リ
イ
ツ
ハ
シ
ラ

〇
　
個
八
－
百
－
十
」
ハ
人
・
尼
五
百
六
十
九
人
・
井
て
一
－
千
三
－
百
－
八
十
五
人
上
　
（
北
輿
3
5
ウ
）

日
本
書
紀
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ア
こ
ヲ
ト
　
　
ブ
タ
　
　
ハ
シ
ラ

○
　
兄
弟
、
二
－
人
　
（
図
2
、
型

ハ
シ
ラ
と
の
和
語
は
、
原
文
に
「
人
」
字
が
な
い
場
合
で
も
読
み
添
え
ら
れ
る
。
古
訓
に
お
け
る
用
例
と
し
て
は
、
む
し
ろ
、
こ
ち
ら
の

み
こ
°
ひ
こ
み
こ
み
こ

方
が
多
い
。
対
象
は
、
神
、
男
、
　
子
、
天
皇
、
天
皇
の
子
、
僧
尼
、
仏
像
な
ど
に
限
ら
れ
る
。
な
お
、
仏
像
を
数
え
る
助
数
詞
「
躯
」
に

も
同
訓
が
み
え
る
。

次
に
、
一
般
の
臣
民
、
軍
衆
、
工
人
、
ま
た
、
僧
尼
、
虜
、
停
虜
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
タ
リ
・
リ
と
い
う
付
訓
が
み
え
る
。
用
例
は
多

ヽ

J

 

O

I．V

㊥
㊥
イ
ク
サ
　
◎
ア
マ
リ
　
◎
イ
ツ
チ
タ
リ

○
　
軍
衆
　
二
万
　
五
千
　
の
大
輔
。
（
岩
2
2
、
7
0
）

◎

シ
ホ
（
人
名
）
ミ
タ
リ

○
　
紀
の
臣
・
塩
手
三
人
進
て
日
　
（
北
2
3
、
2
ウ
）

イ

ク

サ

ア

マ

タ

ア

ル

ヲ

　

　

を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

ト

リ

ノ

ヒ

ト

と
き
に
、
原
文
の
助
数
詞
「
人
」
を
、
「
衆
数
－
千
－
人
一
て
」
（
前
口
、
…
聖
の
よ
う
に
即
読
し
な
い
例
、
〓
1
人
の
」
（
図
2
、
5
3
7
）
の

よ
う
に
名
詞
と
解
す
る
例
も
あ
る
。

3
［
倍
］ト

ラ
（
パ
）
　
ヒ
ト
（
ノ
）
　
マ
ヒ
　
　
　
フ
タ
へ
シ
　
（
テ
）
　
ハ
タ
ラ
ム

○
　
取
　
他
　
貨
－
賂
二
－
倍
徴
之
　
（
北
軍
　
6
オ
）

4
［
具
］

◎
ヒ
ト
ソ
ナ
ヘ

○
　
仏
の
像
一
具
　
　
（
岩
2
2
、
3
9
1
）

タ
イ
ク
ワ
ン
　
　
　
　
チ
ヤ
ウ
ノ
　
　
ハ
タ
ヒ
ト
ソ
ナ
ヘ

○
　
且
大
藩
0
（
平
）
頂
0
甲
）
幡
一
具
・
（
北
軍
3
0
ウ
）

◎
へ

右
の
条
、
岩
崎
本
に
　
「
「
l
具
」
　
（
m
空
　
3
9
2
）
　
と
あ
る
。

◎

ユ
ミ
ヤ
　
フ
タ
ヨ
ロ
モ

○
　
弓
矢
二
具
　
　
（
北
2
6
、
7
オ
）



「
具
」
の
付
訓
は
、
ヨ
ソ
ヒ
で
も
ヨ
ロ
ヒ
で
も
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
あ
る
い
は
、
誤
写
か
。
未
勘
。

6
［
匿
］カ

ツ
ラ
キ
イ
　
ナ
ヽ
ト
コ
ロ

○
　
葛
城
宅
七
直
一
て
　
（
前
1
4
、
2
9
）

宅
地
を
数
え
る
。
図
書
寮
本
に
も
同
訓
が
あ
る
。

8
［
ロ
］
助
数
詞
と
し
て
の
二
用
法
の
内
、
人
を
数
え
る
場
合
に
は
、
夕
べ
、
タ
リ
・
リ
の
二
様
が
み
え
る
。

◎
ヤ

○
　
液
0
㊥
（
平
）◎

○
　
液
【
l
玖
人
甘
口
　
（
岩
2
2
、
3
4
3
）

◎

ハ

タ

、

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

え

の

ゐ

は

べ

推
古
天
皇
二
十
四
年
三
月
か
ら
七
月
に
、
屋
久
島
か
ら
先
後
し
て
三
十
人
が
渡
来
し
、
朴
井
に
安
置
ら
せ
た
、
未
遠
の
内
に
皆
死
ん
だ
、

と
あ
る
。
岩
崎
本
巻
二
十
二
に
は
、
㊤
訓
（
延
一
例
）
、
◎
訓
（
延
三
例
）
、
と
も
に
「
タ
へ
」
と
み
え
る
。
こ
れ
が
田
部
（
大
化
前
代
、
天
皇
領

の
屯
倉
で
耕
作
に
従
事
し
た
郡
民
）
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、
助
数
詞
と
し
て
は
扱
い
に
く
い
。
即
字
的
に
意
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ミ
タ
H
ノ

第
一
例
に
つ
き
、
図
書
寮
本
や
北
野
本
は
「
三
口
」
と
付
訓
す
る
。
他
も
同
じ
で
あ
ろ
う
か
。

○
　
以
韓
の
奴
室
。
…
…
鋼
顛
ハ
望
て
　
（
図
巧
3
2
8
）

カ

ラ

ヤ

ツ

コ

ヌ

ム

ロ

前
日
本
も
同
様
で
、
「
山
生
ハ
撃
て
」
（
1
4
、
2
7
4
）
と
あ
る
。
「
六
人
也
」
と
は
意
味
注
で
、
こ
れ
は
、
「
口
」
に
付
訓
は
な
い
（
不
読
）
と
み
る

べ
き
か
、
他
か
ら
推
し
て
タ
リ
と
読
む
べ
き
か
、
定
か
で
な
い
。

9
［
園
］

蓑
0
◎
揖
三
－
㊤
璽
　
（
岩
輿
∴
些

㊥
（
平
蛭
）
　
　
　
　
◎
　
◎
タ
リ

◎
タ
へ

日
本
書
紀
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

◎
タ
寸

其

◎

サ

　

㊥

イ

タ

キ

○
　
　
大
一
l
園
。
　
　
（
岩
2
2
、
2
7
）

◎
イ
タ
で

の

　

サ

　

ト

　

ウ

タ

キ

○
　
其
太
、
十
－
園
。
　
（
前
1
1
、
3
3
2
）

沈
水
（
香
木
）
や
流
木
、
ま
た
、
蝿
の
大
集
団
の
大
き
さ
に
「
園
」
が
用
い
ら
れ
、
岩
崎
本
④
訓
に
イ
ダ
キ
、
◎
訓
に
イ
ダ
キ
・
ダ
キ
、
前

田
本
に
ウ
ダ
キ
、
図
書
寮
本
と
北
野
本
に
イ
ダ
キ
・
ダ
キ
の
訓
が
み
ら
れ
る
。

（13）

「
園
」
に
つ
き
、
厩
牧
令
に
「
周
三
尺
為
レ
園
」
と
あ
り
、
ま
た
、
坂
元
正
典
氏
の
考
察
も
あ
る
が
、
単
位
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
助
数

詞
と
し
て
の
用
法
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

1
1
［
年
］

し

1

1

、

◎
モ
、
ト
セ
ニ
㊥
㊥
ナ
リ

〇
　
一
－
百
－
年
ぬ
臭
　
（
岩
2
2
、
4
4
8
）

の

　

　

　

◎

モ
ー
ト
セ
ニ
ナ
H
ソ
ヌ

こ
の
条
、
北
野
本
に
は
「
一
－
百
－
季
臭
」
と
あ
る
。

ミ
ト
セ
ニ
ナ
リ
ヌ

○
　
於
】
速
」
ニ
ー
年
。
　
（
前
1
1
、
9
3
）

書
度
］

ミ

　

ヨ

H

ソ

　

ト

ヨ

ム

〇
　
三
－
度
、
驚
－
骸
。
　
（
図
2
1
、
8
0
）

㊥

フ

タ

ヨ

リ

④

ヲ

カ

ム

〇
　
両
－
度
再
－
拝
て
　
（
2
2
、
2
1
g
）

ヨ
H
ソ

図
書
寮
本
、
北
野
本
に
は
「
両
度
」
　
と
あ
る
。

書
廻
］メ
シ

ヽ

イ

ク

タ

ヒ

　

　

ヤ

○
　
喚
二
幾
－
廻
一
乎
　
（
前
1
4
、
6
5
）



イ
ク
タ
ヒ

図
書
寮
本
も
同
じ
く
「
幾
－
廻
」
（
1
4
、
7
3
）
と
あ
る
。

○
　
輿
ト
モ
開
L
、
闇
、
思
轡
不
登
　
（
図
担
∵
些

ミ

　

タ

ヒ

○
　
怯
弱
恐
怖
て
三
－
廻
劫
還
。
　
（
図
m
、
冊
聖

書
所
］
カ

ロ

　

　

　

イ

ハ

レ

　

　

フ

タ

ト

○
　
於
軽
の
村
、
磐
余
の
村
二
所
に
　
（
図
H
、
m
聖

フ
タ
ト
に

前
田
本
に
も
同
じ
く
「
二
所
」
（
1
4
、
型
と
み
え
る
。

◎
ム
ト
コ
ロ

○
　
寺
井
－
六
－
所
、
　
（
岩
㌶
、
掴
5
9
）

◎

　

　

　

◎

テ
ラ
ヨ
ソ
ア
マ
リ
ム
ト
コ
ロ

北
野
本
に
は
「
寺
柵
l
六
－
所
」
（
輿
3
5
ウ
）
と
あ
る
。

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

く

ま

ど

　

ね

ど

　

ふ

し

ど

第
一
例
が
「
所
」
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
「
隈
処
」
「
寝
所
」
「
臥
所
」
な
ど
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
か
。

∴
リ
、
一

ニ

ヒ

ハ

リ

　

　

　

　

ト

ツ

カ

シ

ネ

〇
　
出
雲
者
は
新
墾
く
く
。
之
十
握
稲
を
（
図
堕
二
輿

長
さ
の
単
位
（
四
本
の
指
で
握
っ
た
幅
）
と
い
い
、
「
十
握
釣
」
「
九
握
釣
」
「
八
握
釣
」
「
八
握
莫
莫
然
」
「
十
握
稲
」
の
よ
う
な
連
語
の
形
で

み
え
て
い
る
。

書
目
］ユ
キ

ヒ

ト

　

ヒ

○
　
行
二
「
日
一
て
　
（
前
1
4
、
墜

マ

モ

ル

　

）

フ

ツ

カ

○
　
相
l
持
こ
と
二
日
一
夜
　
（
図
1
4
、
4
5
9
）

書
枚
］
A
方
式
、
B
方
式
の
両
様
あ
る
こ
と
先
に
述
べ
た
。

日
本
書
紀
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

シ

ク

マ

　

ナ

ヽ

ソ

　

ヒ

ラ

○
　
照
　
度
七
十
枚
－
　
（
北
2
6
、
9
ウ
）

盈
根
］

ヒ

モ

ト

〇
一
根
の
蘭
璃
　
（
図
堕
4
9
）

根
部
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
モ
ト
で
数
え
る
。

盈
條
］

⑳
ヲ
チ

九
八

㊥
イ
ツ
タ
シ
キ
◎
ノ
リ
④
ト
プ
チ
ア
マ
リ
ナ
、
ヲ
チ

○
　
憲
－
　
法
　
十
　
七
　
候
パ
　
（
岩
2
2
、
塑

馴

㊨

図
書
寮
本
、
北
野
本
は
、
右
の
㊤
訓
に
同
じ
。

◎
チ
ヒ
サ
キ
◎
ハ
タ
　
◎
ア
マ
リ
㊤
㊥
ヲ
チ

○
　
小
－
幡
十
二
l
候
。
　
（
岩
2
2
、
…
望

◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
ス
チ

ス
チ

図
書
寮
本
、
北
野
本
に
は
「
候
」
と
あ
る
。

書
歳
］◎

タ
リ
◎
ミ
　
◎
モ
、
　
ハ
也
ト
セ
．

○

　

経◎二

望
顎
針
撃
て
　
（
岩
輿
4
4
7
）

北
野
本
に
も
同
様
の
付
訓
が
あ
る
。

○
　
勲
輿
画
聖
昌
　
（
北
㌶
、
習
）

書
稔
］

〇
　
三
㌦
晦
之
聞
い
　
（
前
1
1
、
塑

＼
間



書
種
］

◎
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
イ
　
　
◎
チ
　
◎
サ

④
⑧
ミ
ケ
キ
ノ
㊨
⑧
ミ
ケ
シ
　
　
◎
タ
ク
ヒ
◎
ヨ
ロ
ツ
ア
マ
リ
　
㊥
ツ
　
　
　
㊥
ク

○
　
明
－
器
明
－
衣
之
類
、
　
万
り
　
五
．
千
種
也
（
岩
輿
　
2
9
6
）

㊧
（
上
）

ク
サ

北
野
本
に
も
「
種
」
　
（
…
空
　
2
3
ウ
）
　
七
み
え
る
。

○
　
表
萄
聖
て
　
（
図
2
、
6
0
7
）

ヒ

キ

　

ヰ

　

　

　

　

ク

サ

の

カ

チ

を

○
　
領
－
率
百
八
十
種
勝
一
て
　
（
前
1
4
、
3
7
2
）

図
書
寮
本
も
同
様
だ
が
、
「
勝
」
　
に
つ
い
て
は
未
詳
。

シ

　

ヤ

カ

ラ

の

シ

ラ

カ

　

を

○
　
安
－
置
三
種
　
白
髪
部
∵
て
　
（
前
1
7
、
竺

種
族
に
関
わ
っ
て
は
ヤ
カ
ラ
と
み
え
る
。

書
般
］A
方
式
に
関
し
て
先
に
も
触
れ
た
。

◎
カ
サ
リ
◎
フ
ネ
◎
ミ
ソ
◎
フ
ナ

○
　
以
二
餅
　
【
船
　
岬
品
等
て
　
（
岩
m
空
　
2
0
5
）

◎
　
　
　
◎
　
　
　
　
　
⑥
　
　
⑥

ミ
ツ
キ
タ
テ
マ
ツ
ル
　
　
　
て
　
ヤ
　
ソ
　
　
フ
セ
ナ
　
（
「
セ
」
ミ
セ
ケ
チ
）

○
　
貢
献
…
…
井
八
－
十
鰹
。
　
（
前
1
1
、
1
7
0
）

ツ

キ

　

　

ヤ

　

ソ

フ

ナ

○
　
調
船
八
－
十
般
　
（
図
1
3
、
2
0
1
）

ミ
ツ
キ
フ
、
不

4
4
　
［
色
］

④

ク

サ

④

ウ

ス

ハ

タ

〇
　
五
－
色
の
綾
　
羅
預
　
　
（
岩
2
2
、
m
）

◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

日
本
書
紀
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て

九
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

イ
ツ
イ
ロ
ノ

北
野
本
に
は
　
「
五
色
の
」
　
（
用
誓
　
1
8
オ
）
　
と
み
え
る
。

l
、
＝
二

〇
厭
l
乞
戸
壷
、
囲
蘭
　
二
堅
焉
　
（
図
H
、
用
讐

イ
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
ヽ
キ
ヒ
ト
モ
ト

ア

ヤ

シ

キ

　

　

　

　

　

モ

ト

　

　

　

ア

リ

別
に
、
「
瑞
蓮
…
…
。
一
重
に
二
の
花
」
　
（
図
軍
∵
興
　
と
も
み
え
る
が
、
こ
れ
は
名
詞
と
し
て
扱
う
。

∴
・
］
フ
タ
カ
マ
ス

○
　
綿
二
蓑
・
、
　
（
北
2
5
、
3
7
ウ
）

4
8
［
躯
］

は
し
ら

仏
像
を
「
躯
」
で
数
え
る
こ
と
、
先
に
も
触
れ
た
。

◎
ア
カ
、
ネ
⑥
ヌ
ヒ
モ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
㊥
ミ
カ
タ
　
　
㊥
㊥
ハ
シ

○
　
鋼
　
繍
　
の
丈
l
六
の
仏
の
像
、
各
一
躯
増
。
（
岩
2
2
、
1
6
2
）

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

ハ
シ
ラ

図
書
寮
本
、
北
野
本
に
は
　
「
一
躯
」
と
あ
る
。

モ

テ

リ

　

　

の

　

の

　

ミ

カ

　

ハ

シ

ラ

○
　
有
禰
勒
石
仏
像
一
躯
。
　
（
前
輿
　
1
6
1
）

4
9
［
載
］

○
　
千
載
に
て
以
難
）
待
預
一
の
…
離
苛
。

①
ト
セ
ニ
メ
モ

◎

　

　

◎

　

　

　

　

　

◎

　

◎

ナ

ヌ

　

　

ト

セ

○
　
己
に
経
三
－
戦
に
。
　
（
図
2
、
5
0
7
）

（
岩
2
2
、
1
4
8
）

∴
．
］

ヘ

　

　

　

　

　

コ

シ

甲
、
雲
、
席
等
は
　
「
重
」
、
塔
は
「
重
」
と
読
む
。



フ
タ
へ
ノ
「
の
」
　
ヨ
ロ
を

〇
　
二
－
重
　
甲
。
　
（
前
1
4
、
…
望

図
書
寮
本
に
も
同
訓
が
み
え
る
。

ト

　

ヤ

　

ヘ

ノ

　

ク

マ

チ

○
　
錐
隔
　
八
－
重
之
隈
を
、
　
（
図
2
、
型

ア

メ

ヤ

へ

タ

ナ

ク

モ

　

　

　

　

　

　

　

ヤ

ヘ

タ

ヽ

ミ

「
天
八
重
雲
」
（
図
2
、
9
1
）
、
「
八
重
席
－
薦
」
（
図
2
、
棚
）
な
ど
の
熟
語
の
中
に
も
み
え
て
い
る
。

タ

ツ

　

コ

シ

○
　
建
九
重
の
塔
を
　
（
図
輿
　
1
4
5
）

書
隊
］

ア

マ

ヘ

タ

ノ

ウ

に

　

　

　

　

　

　

シ

　

フ

タ

、

ム

ラ

を

○
　
於
海
－
濱
上
壱
射
－
死
踊
‘
伏
者
二
－
隊
。
　
（
前
1
4
、
4
3
7
）

フ

タ

、

ム

ラ

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

ム

ル

図
書
寮
本
に
も
「
ニ
ー
隊
を
」
　
（
1
4
、
5
2
6
）
　
と
あ
る
。

タ
ム
ル

6
0
［
首
］

。
弼
㌶
歌
癌
一
◎
　
（
岩
墾
型

ミ

ウ

タ

図
書
寮
本
、
北
野
本
に
も
「
三
首
」
と
み
え
る
。

○
　
此
の
贈
幸
瑠
由
を
　
（
図
2
、
6
4
1
）

以
上
が
、
日
本
書
紀
古
訓
に
お
け
る
助
数
詞
で
あ
る
。
こ
の
他
、
原
文
に
助
数
詞
と
し
て
の
文
字
が
な
く
て
も
、
読
み
添
え
語
と
し
て
助

数
詞
を
添
え
る
こ
と
が
あ
る
。
次
の
類
で
あ
る
。

［
キ
ダ
］
ミ
キ
タ
ニ
ウ
チ
キ
ル

〇
　
三
に
裁
　
其
弓
を
。
　
（
図
2
1
、
用
）

日
本
書
紀
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



［
ク
サ
］

○

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

一
〇
二

④
ト
ク
サ
㊥
ニ

（
及
鼓
吹
習
拗
石
之
類
）
　
十
－
物
　
（
岩
㍑
、
狛
聖

の

㊥
ム
ク
サ
　
◎
ケ
モ
ノ

〇
　
六
④
の
畜
を

㊥
ム
ハ
サ
ノ

（
岩
2
4
、
2
6
7
）

○
　
（
阿
倍
大
臣
請
）
郡
輿
□
於
四
天
王
寺
・
（
北
缶
、
㍊
オ
）

［
タ
ビ
］

◎

イ

ツ

タ

ヒ

　

◎

ヒ

ル

○
　
雷
五
⑥
－
鳴
於
室
、
　
（
岩
2
4
、
9
2
）

◎
ニ
　
　
　
　
　
　
　
◎
一

ヒ
ヨ
ム
テ

〇
　
以
三
呼
、
（
前
1
1
、
6
6
）

ミ

タ

ヒ

　

　

　

ハ

ツ

キ

〇
　
三
l
下
、
唾
て
　
（
図
2
、
6
7
3
）

ツ
ハ
キ

カ

サ

ネ

ナ

、

夕

こ

○
　
又
重
て
七
　
喚
　
（
図
1
3
、
1
0
7
）

ミ
タ
ヒ

○
　
至
千
三
一
乃
従
之
、
　
（
北
2
2
、
1
ウ
）

用
例
は
多
い
が
、
一
端
に
と
ど
め
る
。

［
タ
リ
・
リ
］

◎

リ

　

◎

マ

チ

キ

ミ

〇
　
四
り
の
大
夫
、
　
（
岩
2
2
、
2
7
0
）

○○

◎
ヒ
ト
リ
　
◎
漬
∴
ソ
シ

有
一
の
僧
壱
　
（
岩
輿
4
4
0
）

り

　

り

の

唯
、
一
　
二
　
人
　
（
前
1
1
、
3
2
1
）



000

ト
H
H
ノ

互
の
子
の
中
に
　
（
前
1
4
、
4
1
0
）

タ

リ

ミ

メ

三
の
妃
を
　
（
図
1
4
、
5
8
）

＼
ヒ
ト
リ
モ
＼
チ
タ
リ
ニ
ア
タ
ル
ト
云
ハ

ヒ
ト
リ
ヒ
ト
ナ
ミ
ト
イ
フ
パ
　
　
　
　
　
　
テ

一
－
入
　
営
－
千
謂
二
三
成
歎
　
（
北
輿
1
2
ウ
）

［
ツ
］

ツ

○
　
有
一
の
魚
「
て
　
（
図
2
、
5
1
1
）

［
ハ
シ
ラ
］
み

こ

　

み

こ

神
、
男
、
子
、
皇
族
、
仏
像
、
僧
尼
に
対
し
て
は
、
こ
の
語
が
添
え
ら
れ
る
（
既
述
）
。
用
例
は
多
い
。

○
　
是
の
ゴ
シ
の
神
詔
、

オ

イ

　

　

　

ハ

シ

ラ

○
　
除
て
は
是
の
二
の
神
を

ミ

ハ

シ

ラ

ノ

ミ

コ

マ

ス

○
　
凡
て
二
二
　
子
安
。

（
岩
2
2
、
5
5
）

・
（
北
2
2
、
5
ウ
）

（
図
2
、
1
1
3
）

チ
ヤ
ウ
ロ
ク
ノ
　
ヌ
イ
モ
ノ
、
ホ
ト
ケ
　
ケ
フ
　
シ
　
バ
ツ
　
フ
　
ラ
ノ
　
ハ
シ
ラ
ア
マ
リ

○
　
始
て
造
二
丈
　
六
の
繍
　
像
・
侠
侍
八
部
等
鼎
　
六
の
　
像
増

ホ

ウ

シ

チ

ハ

シ

ラ

ヲ

ス

サ

　

　

　

チ

ヤ

ウ

　

　

シ

ユ

ト

　

　

ヨ

ソ

ア

マ

リ

ム

ハ

シ

ラ

ノ

ミ

カ

タ

○
　
以
沙
門
一
千
嘉
作
∴
平
）
－
聴
，
（
平
）
衆
1
　
（
北
軍
4
3
ウ
）

（
北
2
5
、
4
2
オ
）

四
、
お
わ
り
に

本
稿
に
漏
れ
た
助
数
詞
、
ま
た
、
A
方
式
、
B
方
式
、
い
ず
れ
の
古
訓
も
み
ら
れ
な
い
助
数
詞
の
訓
法
に
つ
い
て
は
後
稿
に
お
い
て
検
討

し
た
い
。
北
野
本
の
他
種
訓
点
や
後
の
ト
部
家
系
諸
本
、
近
世
刊
本
、
そ
の
他
に
も
看
過
で
き
な
い
用
例
が
み
え
て
お
り
、
今
後
に
補
う
べ

き
点
は
少
な
く
な
い
。

日
本
書
紀
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

（14）

さ
て
、
日
本
書
紀
に
は
、
多
く
の
助
数
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
中
国
の
文
言
文
、
た
と
え
ば
、
そ
の
史
書
な
ど
に
比
較
す
れ
ば
、
格
段

に
多
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
そ
の
依
拠
し
た
資
料
（
の
性
格
）
に
負
う
と
こ
ろ
も
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
編
纂
の
地
が
中
国
で
な
く

日
本
で
あ
る
点
も
関
係
し
て
い
よ
う
。

古
訓
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
助
数
詞
は
、
少
な
く
と
も
、
A
方
式
、
B
方
式
の
二
様
で
訓
読
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
和
読
で
あ
る
。
語

学
能
力
上
は
字
音
読
も
可
能
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
訓
読
の
方
針
、
あ
る
い
は
、
姿
勢
と
し
て
、
あ
え
て
和
読
が
行
わ
れ
て
い
る
よ

（15）

う
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
が
和
訳
で
き
る
場
合
は
よ
い
。
和
語
の
中
に
、
既
に
、
助
数
詞
と
し
て
存
在
す
る
語
、
あ
る
い
は
、
名

詞
な
り
動
詞
（
連
用
形
）
な
り
を
転
用
し
て
使
用
で
き
る
語
で
も
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
訳
語
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

し
か
し
、
一
方
、
こ
れ
と
い
っ
た
和
訳
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
う
し
た
場
合
に
、
ヒ
ト
ツ
、
フ
タ
ツ
…
…
の
A
方
式
が
採
用
、
ま

た
は
、
援
用
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
古
代
に
お
い
て
、
「
つ
」
は
、
数
少
な
い
和
語
系
助
数
詞
の
中
に
あ
っ
て
最
も
中
心
的
な
助
数
詞

で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
本
稿
で
も
、
A
方
式
は
十
二
種
の
漢
語
系
助
数
詞
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
（
古
訓
の
枠
外
に
も
、
用
例
は
拾
え
る
で
あ

ろ
う
）
。
「
つ
」
は
、
従
っ
て
、
対
応
範
囲
の
広
い
、
包
容
力
の
大
き
な
助
数
詞
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
方
式
に
は
欠
点
も
あ
ろ
う
。
即
ち
、
こ
の
方
式
は
、
原
文
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
過
不
足
な
く
、
十
分

に
汲
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

原
文
に
お
け
る
「
介
」
「
匹
・
疋
」
「
口
」
「
挺
」
「
枚
」
「
箇
」
「
般
」
「
隻
」
「
面
」
「
領
」
「
頭
」
「
騎
」
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
対
象
毎

に
、
数
え
方
を
工
夫
し
た
も
の
で
あ
り
、
形
体
の
類
別
表
現
に
関
わ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
れ
に
対
し
、
「
つ
」
は
、
数
量
を
数
え
る
こ
と

は
で
き
る
が
、
そ
う
し
た
類
別
機
能
を
ど
れ
だ
け
備
え
て
い
る
か
と
い
う
段
に
な
る
と
、
は
な
は
だ
心
も
と
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
機
能
が

薄
弱
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
A
方
式
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
A
方
式
は
、
B
方
式
と
質
的
に
大
き
く
異
な
る
の

で
あ
り
、
か
つ
、
原
文
の
助
数
詞
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
活
か
し
っ
つ
、
和
訳
し
た
も
の
で
は
な
い
と
知
ら
れ
る
。

A
方
式
が
B
方
式
に
先
行
す
る
こ
と
、
後
者
が
前
者
に
と
っ
て
替
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
先
に
み
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。
日
本
書
紀
古



訓
に
お
け
る
A
方
式
の
存
在
は
、
日
本
語
に
お
け
る
助
数
詞
と
は
何
か
、
改
め
て
考
え
る
契
機
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

最
後
に
、
本
稿
の
課
題
と
す
る
と
こ
ろ
を
記
し
て
筆
を
瀾
き
た
い
。

Ⅲ
原
文
　
－
　
用
日
本
書
紀
の
助
数
詞
に
つ
い
て
は
、
ま
た
、
そ
の
編
纂
時
に
用
い
ら
れ
た
資
料
（
古
記
、
古
文
献
、
漢
籍
類
な
ど
）
や
そ
の
性

格
等
、
編
纂
者
の
出
自
や
立
場
な
ど
の
面
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（16）

回
加
え
て
、
先
学
の
説
か
れ
る
書
紀
区
分
論
、
同
成
立
論
、
同
文
体
論
な
ど
を
視
野
に
入
れ
、
こ
う
し
た
方
面
か
ら
の
分
析
も
必
要
で
あ

る
。拗

訓
読
法
　
－
　
㈹
古
訓
だ
け
で
は
、
ど
う
し
て
も
用
例
数
が
不
足
す
る
の
で
、
北
野
本
の
他
種
点
、
ト
部
家
系
写
本
（
兼
方
本
、
兼
夏
本
、

兼
右
本
等
）
、
そ
の
他
、
ま
た
、
近
世
刊
本
（
寛
文
九
年
刊
本
等
）
な
ど
を
援
用
し
、
そ
の
助
数
詞
の
訓
法
に
つ
い
て
の
史
的
推
移
に
つ
い
て
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

伺
一
口
に
「
古
訓
」
と
い
っ
て
も
、
訓
読
法
の
系
統
上
、
岩
崎
本
古
訓
（
④
・
㊥
訓
）
と
、
大
江
家
本
と
み
ら
れ
る
前
田
本
や
図
書
寮
本
の

二
本
と
の
問
に
は
少
異
が
あ
り
、
ま
た
、
本
稿
に
扱
っ
た
古
訓
類
と
ト
部
兼
方
本
、
お
よ
び
、
兼
夏
本
、
そ
の
他
の
ト
部
家
系
諸
本
と
の
間

に
も
差
異
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
助
数
詞
が
ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
、
訓
読
さ
れ
て
い
る
か
、
調
査
す
る
必
要
が
あ

る
。㈲
関
連
資
料
　
－
　
日
本
紀
私
記
、
釈
日
本
紀
を
検
討
し
、
彼
此
の
比
較
を
試
み
る
要
が
あ
る
。

聞
関
連
事
項
1
1
－
－
1
－
－
度
量
衡
の
単
位
、
お
よ
び
、
そ
の
読
み
方
を
、
併
せ
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
一
九
九
四
年
、
秋
彼
岸
中
日
、
潤
筆
）

注（1）
（2）

日
本
古
典
文
学
大
系
　
（
岩
波
書
店
）
　
『
日
本
書
紀
上
』
、
「
解
説
」
、
二
三
頁
。

日
本
書
紀
の
古
訓
に
つ
い
て
は
、
神
田
喜
一
郎
、
小
島
憲
之
、
阪
倉
篤
義
、
上
野
務
、
大
野
晋
、
西
宮
一
民
、
中
村
宗
彦
、
築
島
裕
、
小
林
芳
規
、

日
本
書
紀
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
い
て



（3）（4）（5）（6）（7）（8）（9）（10）

（〓）
（12）

（13）

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六

林
勉
、
白
藤
礼
幸
、
石
塚
暗
通
、
そ
の
他
の
先
学
に
論
考
が
あ
り
、
就
中
、
そ
の
助
数
詞
に
つ
い
て
は
、
阪
倉
篤
義
著
『
語
構
成
の
研
究
』
　
（
昭
和

四
一
年
三
月
、
角
川
書
店
）
、
築
島
裕
著
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
　
（
一
九
六
五
年
三
月
第
二
刷
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
四

〇
頁
）
　
な
ど
に
論
及
が
あ
る
。

但
し
、
対
象
語
は
、
情
況
に
よ
っ
て
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
注
意
を
要
す
る
。

原
文
に
お
い
て
、
そ
の
文
字
が
助
数
詞
で
あ
っ
て
も
、
古
訓
が
こ
れ
を
助
数
詞
と
し
て
読
ま
な
い
場
合
が
あ
る
し
、
ま
た
、
こ
の
道
も
あ
る
。
双

方
に
一
致
が
な
く
て
も
、
こ
れ
ら
助
数
詞
は
で
き
る
だ
け
収
集
し
た
い
。
但
し
、
次
の
類
は
検
討
を
保
留
す
る
。

世
　
代
　
列
　
房
　
級
　
等
　
箕
　
階
　
乗

北
野
本
の
他
種
点
や
ト
部
家
系
写
本
、
そ
の
他
に
付
訓
例
の
得
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
が
（
［
ヒ
ト
ツ
］
方
式
も
含
め
て
）
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別

途
に
扱
う
こ
と
と
す
る
。

絡
蛇
、
櫨
に
「
箇
」
を
用
い
た
例
も
あ
る
。
な
お
、
延
喜
式
で
は
、
馬
を
「
疋
」
、
鹿
、
家
、
猪
、
牛
、
兎
な
ど
を
「
頭
」
で
数
え
る
。

拙
稿
「
敦
燈
簡
盾
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
」
、
『
島
大
国
文
』
、
第
一
九
号
、
平
成
二
年
二
月
。

拙
稿
「
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
　
に
お
け
る
量
詞
に
つ
い
て
」
、
『
島
大
国
文
』
、
第
二
〇
号
、
平
成
三
年
二
一
月
。

も
と
、
貞
観
年
間
（
六
二
七
－
六
五
〇
）
の
末
年
に
、
玄
笑
の
高
弟
慧
立
に
よ
っ
て
五
巻
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
た
が
、
周
の
垂
洪
四
年
（
六
八
八
）
、

そ
の
弟
子
彦
憶
が
増
加
し
て
十
巻
と
し
完
成
さ
せ
た
。

池
田
温
著
『
中
国
古
代
籍
帳
研
究
－
概
観
・
録
文
－
』
、
一
九
七
九
年
三
月
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
。

「
阿
麻
多
絆
泥
受
適
　
多
儲
比
等
用
能
未
」
　
（
歌
謡
6
6
）
　
の
「
一
夜
」
は
名
詞
と
し
て
扱
う
。

小
林
芳
規
「
日
本
書
紀
古
訓
と
漢
籍
の
古
訓
読
－
漢
文
訓
読
史
よ
り
の
一
考
察
1
－
」
、
『
佐
伯
梅
友
博
士
古
稀
記
念
国
語
学
論
集
』
、
一
九
六
九
年
六
月
、

表
現
社
、
四
五
・
四
六
頁
。

「
〝
園
″
の
変
遷
に
つ
い
て
」
、
『
日
本
文
化
史
研
究
』
、
第
七
号
、
一
九
八
四
年
。

「
延
喜
式
に
見
え
る
園
に
つ
い
て
　
（
上
）
」
「
（
同
）
　
（
下
）
」
、
『
帝
塚
山
短
期
大
学
紀
要
』
　
（
人
文
・
社
会
科
学
編
）
、
第
一
八
号
、
第
二
〇
号
、
一
九

八
一
年
一
月
、
一
九
八
三
年
三
月
。

助
数
詞
（
景
詞
）
は
、
口
頭
語
に
は
よ
く
用
い
ら
れ
る
が
、
文
言
文
で
は
、
省
か
れ
て
容
易
に
文
字
北
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
左
記
参
照

渡
辺
実
「
日
華
両
語
の
数
詞
の
機
能
－
助
数
詞
と
単
位
名
－
」
、
『
国
語
国
文
』
、
第
二
一
巻
第
一
号
、
一
九
五
二
年
一
月
。

拙
稿
「
居
延
簡
腰
資
料
に
お
け
る
量
詞
の
考
察
」
、
『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
、
第
二
四
巻
第
二
号
、
一
九
九
〇
年
二
一
月
。

拙
稿
「
奈
良
時
代
の
寺
院
縁
起
資
財
帳
に
お
け
る
助
数
詞
の
考
察
・
l
－
古
代
中
国
に
お
け
る
助
数
詞
に
触
れ
て
－
」
、
『
継
承
と
展
開
1
　
古
代
語
の
構
造



と
展
開
』
、
一
九
九
二
年
六
月
。

（
1
5
）
　
こ
う
し
た
和
語
は
、
既
掲
の
よ
う
に
、
仮
名
書
き
や
読
み
添
え
語
と
し
て
も
所
見
す
る
。

（
1
6
）
　
山
田
英
雄
「
日
本
書
紀
の
文
体
論
に
つ
い
て
」
、
『
史
学
雑
誌
』
、
第
六
三
編
第
六
号
、
一
九
五
四
年
。

［
附
記
〓
佐
々
木
岐
先
生
に
は
、
四
分
の
一
世
紀
余
に
わ
た
り
、
有
形
無
形
の
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
深
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
心
よ
り
御
冥
福

を
祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

＊
追
記
　
紙
数
の
制
約
上
、
著
書
名
・
論
文
名
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
（
注
2
な
ど
）
。
ま
た
、
用
例
も
一
部
省
略
し
た
。
機
会
を
得
て
、
改
め
て
詳

述
し
た
い
。

日
本
書
紀
に
お
け
る
助
数
詞
に
つ
高
て




